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OUR MISSION STATEMENT
「人を知る最善の方法は、苦しい仕事を一緒にすることと、ジョークを言ってみること」と

言います。 これを「英語で発信」というのが本紙の使命で、受動から能動への一歩です。

「英語のジョークを楽しむ会」が活動領域をさらに広げようという試みです。                                        

地球の一体化が益々進む時代、「英語でジョークを」は、新しい意義を加えるでしょう。       

英語のジョークを楽しむ会(Joke-Loving Club=JLC) 代表・宮本倫好

●本紙は、原則として、毎週月曜日に配信します。

●執筆者は右の五名の本会会員です。相原悦夫、岡田茂富、田村公雄、土屋政雄、豊田一男

□■本日のお届け品: ちびのジョーニー（１）

【和訳】

   バスを待っているとき、母親はちびのジョーニーに言います。バスの運転手に年をきかれたら、

４歳だと答えるのですよ。そうすれば、お金を払わなくてすみますからね。二人がバスに乗りこ

むと、運転手がジョーニーに年はいくつ、とききます。「4歳です」 「ではいつ 6歳になるの

かな？」と運転手は質問します。ジョーニーは答えます。「バスから降りるときです」

【コメント】

私の娘がまだ二十歳（はたち）ごろだったころ、イギリスにいっしょに旅行しましたが、こど

もは無料だと駅員に言われました。でも、規定の運賃を払いましたよ。日本人の女性は若く見ら

れるのかも。さすがに女房はそんなことはありませんでしたがね。

●担当は、岡田茂富でした。

Mother asks little Johnny, as they wait for   
the bus, to tell the driver he is 4 years old 
when asked because he will ride for free.                                 

As they get into the bus the driver asks 
Johnny how old he was.
”I am 4 years old."
“And when will you be six years old?”asks the driver. 
“When I get off the bus” answers Johnny.


